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No.
原案

ページ
該当箇所・項目 意見要旨 意見に対する市の考え方

1 35

施策１－1－1こど
もが権利の主体で
あることの理解の
促進

　３１ページでは、「こども調査」の分析で「こどもの権利の理解の浸透を図る必要が
あります。」とありる。また、国が実施した「児童の権利に関する条約の認知度調査」
の引用から「学校でこどもの権利について学ぶ時間をつくる」「学校の先生など、こど
もとかかわる大人がこどもの権利について学ぶ時間をつくる」「学校でこどもの権利に
ついて学ぶ時間をつくる」と学校教育での子ども自身が「子どもの権利」を学ぶ機会を
求めていることや関わる教職員の理解を求めていることを記している。
　しかし、方向性には具体的な取り組みがみえない。
　「主な取組・事業」には各学校・学年での「子どもの権利」を学ぶ授業を行うことや
教職員の研修に含めることなど、「秋田市未来を築く子どもを育むための市民や社会の
役割に関する条例」を定めた秋田市だからこそより積極的な人権教育を学校教育でも行
うべきではないか。

　各校では、社会科や道徳科の授業の
一部において人権についての内容を含
んだ学習を行っています。また、秋田
市教職員研修では、「子どもの権利」
に係る内容も取り上げ、実施している
ところです。
　今後も、子どもの権利を大切にする
視点から、全ての子どもたちの健やか
な成長を支える学校教育の充実に努め
ていきます。

2 35

施策１－1－1こど
もが権利の主体で
あることの理解の
促進

【資料】「児童の権利に関する条約の認知度等調査報告書（令和７年３月）（こども家
庭庁）」より作成は、令和６年３月ではないか。

ご指摘の通り、令和６年３月に修正し
ます。

3 66
施策２－１－２幼
児期までの子ども
の成長への支援

　各施設の保育士の人数を増やし、かつ各保育士の給料もアップするようにしていかな
ければ、計画の成功は難しいのではないか。各保育施設に対しては、経費を補助するよ
うになっているが、その経費は施設の管理者の管理下に置かれ、現場の保育士には届い
ていない。現場の保育士の給料の待遇は各施設に任せられるため、保育士は給料がアッ
プしなければ更に現状より厳しい労働環境となると考えられる。

　保育士の賃金については、処遇改善
等加算のほかに、令和４年度からは国
の公定価格の人件費分の引上げが行わ
れており、令和７年度は前年度比5.3％
程度の増額改定が行われております。
これらの改定等による増額分の職員へ
の適切な支給について引き続き確認を
してまいります。

○パブリックコメント等の意見への対応
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4
109
110

施策４－１－１
子育てや教育に関
する経済的負担の
軽減

  原案の110ページの「第1子保育料無償化事業」などは「作成中」との事だが、市長選
の公約で「子育て３つの無償化」を掲げて当選されたので、来年度は是非とも所得制限
等のない「給食費、医療費、保育料の完全無償化」を実現していただきたい。

　医療費と保育料の完全無償化につき
ましては、財政状況を勘案しながら、
実施時期等を検討してまいります。
　小学校の給食費無償化については、
国の方針を踏まえ、令和８年４月から
の実施に向け、準備を進めておりま
す。また、中学校の給食費無償化につ
いては、今後も国や県の動向を注視し
つつ、市の財政状況を勘案しながら、
実施時期等を検討してまいります。

5
109
110

施策４－１－１
子育てや教育に関
する経済的負担の
軽減

　保育料について、多子軽減制度の充実を求める。年の差があっても、第２子、第３子
と認めていただきたい。

　現在、国に対して多子軽減制度を含
めた保育料の制度拡充を要望するとと
もに、本市でも財政状況を勘案しなが
ら、完全無償化の実施時期等を検討し
ているところです。今後も、子育てに
おける経済的負担の更なる軽減に向
け、努めてまいります。

6 117
施策４－４－１仕
事と子育ての両立
支援

　子どもが産まれた時、両親が子育てを手伝ってくれる場合は良いが、核家族化が増え
ているので、夫婦で子育てをしなければならない時は、父親に育児休暇を取ってもらわ
なければ、母親だけでは子育てができないと思う。
　男性の育児休暇を取れる職場はまだまだ少なく、取れたとしても女性と違い短い。介
護の支援はケアマネージャーやホームヘルパーがいて充実していると思うが、子育てに
関して、育児について困ったことがあったら相談できる老人介護センターのような窓口
があると良いと思う。
　公的な機関で、子育て支援センターがあり、相談できる窓口があると一人で育児を頑
張っている方は、買い物や掃除、困ったことを頼めるヘルパーがいると本当に助かると
思う。
　人口減少の秋田県だが、安心して子どもを産んで育てられ、子育て支援センターもあ
り、困った時は相談もできるというようになると助かると思う。

　本市では、子ども家庭センター内に
秋田市版ネウボラや子ども家庭相談な
どの子育てに関する相談窓口を設置し
ております。多様な悩みや不安の解消
につながるよう、今後も、相談しやす
い環境づくりに努めてまいります。
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7 － －

　小中学生の意見として「公園、遊ぶところ、楽しい施設など」を求める声が多いよう
だが、中学生・小学生の子をもつ親として、「どこかに出かけたいと思っている子ど
も、休みの日くらいは外出させたいと思っている親、友達同士で出かける機会が増えつ
つある中学生の子」といった様々な思いの中で日々生活している。
　最近感じることは、「読書に触れる時間が人によって大きな差がある」、「オンライ
ンゲームが発達してきているので子どもが外出するきっかけが得られにくい」、「子ど
も同士で遊興施設で遊ぶことを制限している学校が多い」といったことが挙げられる。
　県立図書館を覗いてみると駐車場は満車で、学習スペースを中心にたくさんの小～高
校生がいるにもかかわらず、図書館の利用状況が10%程度であることから、利用する人
としない人の差が大きいのだと思う。また、P50に「同級生同士で遊べたりできる所が
欲しい」という声がある一方で、各地のコミセンの体育館などは簡単に予約が取れる。
オンラインゲームの発達でわざわざ集まる（外出する）必要性も薄れており（特に夏休
み等）、「予約などをすることなく、気軽に友達同士だけで集まることができる場所」
が求められているのかと思う。
　例えば、図書館を友達同士で集まって話したりできる場所としての活用、子どもを対
象とする図書館利用を目的とした循環交通手段の確保など、既存施設を活用したソフト
対策で子どもたちの学力向上・運動不足解消・コミュニケーション活性化に資する取組
があると親としてはありがたい。そのような場が子育て世帯同士（親同士）のつながり
にも発展するものと思う。

　ご意見ありがとうございます。いた
だいた意見については、今後の対応の
参考とさせていただきます。

8 － －
　マラソン大会でなぜ男の子は１周多く走らなければいけないのか、子どもに聞かれて
答えられなかった。そもそも順位付けが疑問。だから、秋田は遅れていると言われる。

　ご意見ありがとうございます。いた
だいた意見については、今後の対応の
参考とさせていただきます。

9 － －

　ここ数年で、保育者の処遇改善が進んだが、労働内容に大きな変化はないように思
う。保育短大の学生も、高収入、条件の良い求人を求めて県外に流れている傾向にある
ように感じる。
　これでは、秋田の保育を支えていく人材がいなくなってしまうと危惧している。秋田
市の子育てを下支えしているのは、毎日の保育現場に立っている私たち保育者だと自負
している。正職員、パートに関わらず、日々、子どもたちの命を必死に守っている。し
かし、時給換算すると1,000円程度になり、他の飲食店等の給与と変わらない。秋田市
独自に、保育者への処遇改善措置を考えていただけないか。

　保育士等に対する処遇改善等加算の
実施については、国の公定価格に基づ
く基本分単価や各種加算等により対応
していることから、本市独自の加算等
は、現在のところ予定しておりません
が、引き続き、他都市の取組や国の施
策の動向を注視しながら、保育環境の
整備に努めてまいります。
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10 － －
　秋田の教育現場にも、多様性を認め合い、誰もが安心して通える魅力ある学校づくり
が必要だと思う。その為には、忙しすぎる学校現場にゆとりを作ることや、地域が学校
を応援できるような仕組みづくりなどができないか。

　本市では、秋田市立小・中学校にお
ける多忙化防止計画に基づき、各校が
策定した多忙化防止対策をもとに、各
種行事の精選やＩＣＴを活用した業務
改善に取り組むなど、教員の負担軽減
を図っています。また、各校の学校運
営協議会において、学校、家庭、地域
が連携して子どもを支援する取組につ
いて協議するなど、地域全体で子ども
をはぐくむ学校づくりに努めていま
す。
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